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他者他者他者他者とのかかわりからとのかかわりからとのかかわりからとのかかわりから

児童児童児童児童のののの自尊感情自尊感情自尊感情自尊感情をををを高高高高めるめるめるめる保健学習保健学習保健学習保健学習
－心心心心のののの健康健康健康健康づくりづくりづくりづくりハートフルプランハートフルプランハートフルプランハートフルプランのののの実践実践実践実践をををを通通通通してしてしてして－
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《《《《研究研究研究研究のののの概要概要概要概要》》》》

本研究は、小学校第５学年体育科における「保健」領域「心の健康」の学習を中心とし、

児童の自尊感情の向上が図れるよう、学級担任、養護教諭が協力して行う保健教育とし

ての「心の健康づくりハートフルプラン」を作成し、児童の心の健康づくりを目指した

実践である。学びの過程に、他者とのかかわりを重視した学習を取り入れ、児童の自尊

感情の向上を図ることを目指した。

キーワードキーワードキーワードキーワード 【健康教育 学校保健 小学校 保健学習 自尊感情】

ⅠⅠⅠⅠ 主題設定主題設定主題設定主題設定のののの理由理由理由理由

児童を取り巻く環境が大きく変化し、日常生活

の中で自然に人間関係を築く力を身に付けること

が難しくなっている。こうした状況の中で、いじ

め、不登校など子どもたちの人間関係に起因する

問題は多く、深刻化しており、「心の健康」領域

の指導の充実が求められている。

実際に、保健室には、「頭が痛い。」「気持ちが

悪い。」と漠然とした体調不良を訴え頻繁に来室

する児童もいる。こうした児童からは「疲れた。」

「つまらない。」「どうせ自分なんか。」などの言

葉が聞かれることが多く、自分に自信がもてなか

ったり、対人関係のつまずきや不安を抱えていた

りする様子が感じられる。

このような状況の中、児童の心の状態に目を向

け、心と体両面へ対応していくことは重要である。

しかし、保健室を中心とした個別的・対症療法

的な対応には限界がある。

実際に、問題の

表出している児童

は一部であり、対

応している児童は、

主に図１に示した

一部の児童である。

問題がはっきり

と表出していない

が、「気になる児童」

もおり、こうした児 図１ 保健室での対応の現状
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童への対応は十分ではない。特に、「全体の児童

への予防的な対応」は、必要であると感じながら

もなかなかできない現状にある。

これからは、「気になる児童」への対応と共に

全体の児童へ心と体両面への予防的な対応が必要

であると考える。

一方、現行の学習指導要領では、３・４年生か

ら保健学習を系統的に行うこととなり、５年生で

新たに「心の健康」が位置付けられている。保健

学習推進委員会の調査(日本学校保健会2005)によ

ると、小学校の保健学習の内容における「心の健

康」の実現状況はほかの領域に比べて低く、「心

の健康」の内容が好きだったと答えた割合は10％

以下であり、30％以上が覚えていないと答えてい

る。また、実際の取組状況には差があり、学んだ

知識が生活の中で生かされにくいことが分かっ

た。学級担任からも「教材や指導例などの情報が

不足している。」「心の指導は難しい。」「養護教

諭と連携して取り組んだことがない。」などの課

題が挙げられている。

これらのことを踏まえると、児童が、生涯を通

じて自らの健康を適切に管理し、改善していくた

めには、心と体両面へ目を向け、他者とのかかわ

りの中で自己を肯定的に受け止め、これから起こ

りうる問題に対処できる力を培うことが必要であ

る。

そこで、他者とのかかわりから自尊感情を向上

させることを目的とした保健学習「心の健康」を

中心とした「心の健康づくりハートフルプラン」
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(以下、ハートフルプランという。)を作成するこ

とを考えた。

自分に自信をもち、対人関係のつまずきや不安

を解消するため、児童の自尊感情を以下の三つの

過程を通して高めたいと考えた。

まず、他者とのかかわりの中で、認められる体

験を通して安心感を得て、自己を肯定的にとらえ

ることができる「みつめる過程」を設定する。（自

己理解）

次に、他者の思いや考えを共感的に聞くことを

基本として、他者を理解し、自己を見つめ深めて

いくことができる「ふかめる過程」を設定する。

（他者理解）

さらに、自分の思いや考えを伝え合い、お互い

を認め、違いを分かり合うことで児童の有用感や

自尊感情を向上させる「広げる過程」を設定する。

（相互理解）

このプランを実施することで、保健学習の「心

の健康」のねらいを達成すると共に、他者とのか

かわりの中で自己を見つめ、自尊感情を高めるこ

とができると考え、本主題を設定した。

ⅡⅡⅡⅡ 研究研究研究研究のねらいのねらいのねらいのねらい

他者とのかかわりの中で児童の自尊感情を高め

るために「みつめる」「ふかめる」「広げる」過

程で構成したハートフルプランの有効性を検証す

る。

ⅢⅢⅢⅢ 研究研究研究研究のののの見通見通見通見通しししし

１ みつめる過程において、心と体を対象とした

話合いを中心とする自己を見つめる活動を取り

入れれば、話合いの中で自分の考えを認められ

る体験から安心感を得て、自己を肯定的にとら

えることができるであろう。

２ ふかめる過程において、不安や悩みを対象と

した相手の立場になって考える活動を取り入れ

れば、相手の思いや考えを共感的に理解するこ

とができるであろう。

３ 広げる過程において、不安や悩みを対象とし

た共同学習による交流活動を通して、伝え合う

経験をすることで、児童の相互理解を深め、自

尊感情を高めることにつながるであろう。

ⅣⅣⅣⅣ 研究研究研究研究のののの内容内容内容内容

１１１１ 自尊感情自尊感情自尊感情自尊感情とはとはとはとは

児童が他者とのかかわりの中で「自分っていい

な」「友達っていいな」という面に目を向け、自

分自身を大切にしようとする気持ちのことであ

り、自分自身の評価の感情である。ほかの人から

認められる経験や、そこから得られる安心感を基

に、自分自身の存在を肯定的にとらえ、相手を理

解し、理解されることなど人とのかかわりの中で

高まるものと考える。

２２２２ ハートフルプランハートフルプランハートフルプランハートフルプランとはとはとはとは

小学校第５学年体育科「保健」領域「心の健康」

を中心に、自尊感情を向上させると共に学習内容

の理解を促す、より実践的な「心の健康づくり」

を目的としたプランである。

保健学習で得た知識を日常生活に生かすことが

できるように、学級活動の中で体験的に取り組め

るようにした。保健学習４時間と学級活動１時間

を関連させ、計５時間で計画し、表１のように、

三つの学びの過程で構成した。それぞれの過程の

中心となる学習活動を通して、自己を肯定的にと

らえ、相互理解を図ることで自尊感情の向上につ

なげるものである。

表 １ ハートフルプラン作成上の留意点

過 中心となる活動 活動例 留意事項
程

み 自己を見つめる活動 写真や玩具・衣類など、児童一人一人の内面の変化が分 担任と養護教
つ 自分の心の状態に目を向 かるような題材を基に自己を振り返り、心と体の変化につ 諭のティーム
め け、仲間の考えから自己を いて考える活動。 ティーチング
る 振り返り、話合いの中で自 話合いを通して自分の考えと友達の考えとの交流を図

分の考えが認められる体験 り、認められる体験をすることで改めて自己を見つめ、よ 事前調査の結
から安心感を得て自己を肯 さに気付いていく活動。 果を基に学級
定的にとらえる活動 担任と学習班

の編成
ふ 相手の立場に立って考える ある題材を基に、互いの考えを出し合い、様々な考え方
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か 活動 があることに気付き、さらに役割演技など相手の立場に立 学習指導案形
め 不安や悩みを題材とした って共感的に相手の気持ちについて考える活動。 式の工夫
る 身近な事例を基にした体験

場面を設定し、相手の立場
になって他者の気持ちを共
感的に考える活動

広 共同学習による交流活動 ある課題に対して、第三者的立場から冷静に自己の内面
げ 不安や悩みを題材として を見つめ、解決方法について考え、さらに考えを交流させ、
る それを解決するための建設 より良い解決方法を考える活動。

的な考えをもち共有し、さ
らに考えを広げていく活動

ⅤⅤⅤⅤ 実施計画実施計画実施計画実施計画

対 象 市立小学校 5年生（27名）

実 践 保健学習（4時間） 学級活動（1時間）

実践期間 10月22日～11月6日

ⅥⅥⅥⅥ 検証計画検証計画検証計画検証計画

検証場面 検証の観点 検証の方法

入学式の写真と現在の写真を見比べたり、様々な体験の写真や具体的な事 ・児童の感想
みつめる過程 例を用いて心についての話合いを行ったことは、自分の心を見つめ、認め ・ふりかえり

られる体験を通して安心感を得て、自己を肯定的にとらえることに有効で シート
あったか

相手の立場に立って考えられるように、ストレス解消法についてのブレイ ・児童の感想
ふかめる過程 ンストーミングや身近な葛藤場面のロールプレイを取り入れたことは、相 ・ふりかえり

手の思いや考えを共感的に理解することに有効であったか シート

「カウンセラーになろう」という題材で、不安や悩みの相談にアドバイス ・児童の感想
広げる過程 を考える共同学習による交流活動を取り入れたことは、児童の相互理解や ・ふりかえり

有用感を高め自尊感情を向上させることに有効であったか シート

抽出児童

Ａ男 授業中に集中力を欠く言動が見られ、休み時間は教室にいることが多い。保健室への来室はほとんどない。心の健

康に関心をもたせ、グループでの話合いに参加することで、有用感を高めたい。

Ｂ子 明るく、元気であるが、強い口調で自分の考えを押し通し、協調性に欠ける姿が見られることがある。保健室への

来室が４年生時から多くなっている。心の健康の学習や、グループでの話合いを通して自己を見詰め、相手の気持

ちを考え、認めることの大切さに気付かせたい。

ⅦⅦⅦⅦ 実践実践実践実践のののの概要概要概要概要とととと結果結果結果結果・・・・考察考察考察考察

１ 単元名 「心の健康」(小学校第５学年体育科保健領域)

２ 単元の考察

「心の健康」は、現行の学習指導要領から５年生に位置付けられ、「心の発達及び不安、悩みへの対

処の仕方について理解できるようにする」ことを目標としている。

人とのかかわりから不安や悩みに対処していく力をはぐくむことは、思春期の入り口である５年生の

この時期に自分を肯定的に受け止める上で必要不可欠であると考えた。人とのかかわりを重視した体験

的な活動を取り入れた保健学習により、自分の心の状態に目を向け、自分や相手のよさに気付き、認め

合う体験から、保健学習で学んだ知識を日常生活に生かしていくことができると考える。

３ 目標・評価規準

目 標 評 価 規 準
自分の心に目を向け、自己を ・自分の心に関心をもち進んで課題を見つけようとしたり、意欲的に課題解

肯定的に受け止め、自分や相手 決に取り組もうとしている（関心・意欲・態度）
の気持ちを考えながら気持ちを ・他者とのかかわりの中で様々な経験を通して心が発達していること、心と
表現することができる。 体のかかわり及び不安や悩みの対処の仕方について、考えたり、判断したり

不安や悩みの対処方法を生活 できる（思考・判断）
の中で生かすことができる。 ・心の発達、心と体のかかわり、対処の仕方について理解し、自分の生活に
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照らし合わせて実行できる知識を身に付けている（知識・理解）

４ 第５学年体育保健領域「心の健康」ハートフルプラン実践計画

過 主な学習活動 時 指導上の留意点

程 間 学級担任の支援 養護教諭の支援

み ○心の発達 １ ・様々な生活体験を通し ・気になる児童に肯定
つ ・入学式と今の写真から見える部分の成長と て体の成長と共に心が発 的にかかわりながら児
め 見えない部分の発達を考え、体の成長と心 達していることに気付け 童のつぶやきや考えを
る の発達に気付く。 るよう助言する。 全体やグループの話合

・心についてのグループでの話合いから、感 ・話合いのルールを確認 いの場で紹介したりす
情、社会性、思考力について理解する。 し、話合いができている る。

・体の成長と同じように心もいろいろな生活 グループを認める。 ・友達に認められるよ
体験を通して年齢と共に発達することが分 う、発言を促したり、
かる。 発言の機会を作るよう

にする。

○心と体の密接な関係 １ ・不安や悩みのある時の ・児童のつぶやきを担
・様々な体験の写真からその時の心の動きに 体の様子や体調が悪い時 任と共有し、全体の中

ついて考える。 の心の動きを考えられる で取り上げ、認め、児
・走るのが得意なＵと苦手なＨの心の状態を よう助言する。 童が自己を見つめ児童

話し合い、その時の体の調子の変化につい ・心と体が互いに影響し 相互のよさに気付ける
て考える。 合っていることが考えら ようにする。

・心の動きから体の変化、体の変化から心の れていることを認める。
動きが、互いに深く影響し合っていること
が分かる。

ふ ○不安や悩みの対処 １ ・不安や悩み・ストレス ・不安や悩みは成長と
か ・持久走が苦手なＨの気持ちについて振り返 の対処方法を色々な立場 共に誰もが経験するこ
め り、不安や悩み・ストレスについて考える。 から考えられるよう助言 とに気付けるよう助言
る ・不安や悩みのアンケートの結果や教科書の する。 する。

資料から悩みは成長と共に誰もが経験する ・ブレインストーミング ・養護教諭の視点から
ことが分かる。 のルールを確認し、話合 不安や悩み・ストレス

・ストレス解消法についてブレインストーミ いがスムーズに進むよう について説明し、児童
ングを行い、いろいろな対処法があること にする。 がより身近に考えられ
が分かる。 るようにする。

○学級活動 １ ・三つのコミュニケーシ ・学級担任との役割演
・学級担任と養護教諭のロールプレイから三 の方法の中から「相手も 技を効果的に行う。

つのコミュニケーション（もじもじ・トゲ 自分も気持ちのいい伝え ・相手の立場に立って
トゲ・すっきり）のパターンが分かり、学 学 方」を考えられるよう助 考えている発言を認め、
級のすっきりポイントを考える。 級 言する。 担任と共有し、全体の

・二つの身近な葛藤場面で、「相手も自分も 活 ・相手の立場に立って解 中で賞賛する。
気持ちのいい伝え方」の台本をグループで 動 決方法を考えられるよう
考えロールプレイを体験し、相手も自分も に助言する。
大切にする方法を理解する。

広 ○不安や悩みの対処 １ ・相談者の立場に立って ・相手の立場を考え、
げ ・それぞれの相談内容について各自がアドバ 考え、相談者がほっとす 自分の考えを伝えよう
る イスを考え、グループで共有する。 るようなアドバイスを考 としているかを観察し、

・相談内容ごとのグループ編成で話し合い、 えられるよう助言する。 伝えられるよう認め、
「みんなで決めたアドバイス」を考え発表 ・まわりの意見を取り入 励ます。
する。 れて考えを深められるよ ・話合いにおいて児童

・相談者の気持ちになり、不安や悩みに対処 うにする。 がお互いの存在を認め
する方法を考えることで、実生活に即し自 ・グループでお互いを尊 合い、有用感を高めら
分にあてはめた対処法を考えることができ 重しながら考えをまとめ れるようにする。
る。 られるようにする。

５ 結果・考察

（（（（１１１１）））） みつめるみつめるみつめるみつめる過程過程過程過程

写真を用いて行った自己を見つめる活動は、自分の

心を見つめ、認められる体験をし、安心感を得て、自

己を肯定的に捉えることに有効であったか。

ア 実践の概要

心と体を対象とした話合いでは、入学式の写真

と現在の集合写真を見比べて見える部分と見えな

い部分の変化を考え、体の成長とともに心の発達

に気付いたり、心とは何かを考えながら自分を見



- 5 -

つめるよう構想した。また、第２時では、様々な

体験の写真からその時の心の動きを考え、走るの

が苦手なＨと得意なＵを担任と養護教諭が役割演

技をして持久走大会当日の心の動きや体の変化に

ついて話し合い、心と体のつながりについて自分

に当てはめて考えられるようにした。

また、グループの中で自分の考えを聞いてもら

える安心感が得られるように、保健学習と学級活

動を通して同じグループで活動できるようにし

た。

さらに、児童が安心して自分の考えを発言した

り、相手の考えを聞けるよう「話合いのルール」

を設定した。

資料１ 話合いのルール

授業ごとに、児童の意識の変化が見られるよう、

「ふりかえりシート」の記入を行った。

資料２ ふりかえりシート

イ 結果と考察

写真を見比べて、最初は外見の変化についての

発言が多かった。そこで、心に目が向くように、

学級担任が「見える部分と見えない部分の変化が

あるのかな。」と問い掛けると、高学年になって

グループやクラスで活動することが多くなったこ

とから、「協力するっていいことだなって考える

ようになった。」「思いやりの気持ちがもてるよ

うになった。」など、児童は心の発達について考

え始めた。また、「心は悲しいことや嬉しいこと

話合いのルール

伝える 相手にわかるような大きさの声で話そう

聞く 話す人を見て、しっかり聞こう

受け入れる 相手の考えや意見を否定しない

ポイント 自分の気持ちや考えが伝えられるといいね

その人の気持ちを考えて聞けるといいね

を感じて覚えているところ。」という発言をきっ

かけに、「友達と一緒だと楽しいと感じる。」「み

んなでやれて嬉しかった。」「みんなで何かをや

り遂げた時は、とってもうれしい。」など、体験

から自分を振り返り、心についても考えていた。

Ａ男は、発言は少なかったものの、「１年生の

時の自分は変だった。」と自分を振り返っており、

同じグループの友達に「Ａ男が変なら、みんな変

だよ。」と言われて嬉しそうに笑っていた。Ａ男

は、冷静に自分自身を見つめ始めており、友達か

ら自分自身を認める言葉を聞き嬉しかったよう

だ。

Ｂ子は、「自分の性格が変わったみたい。」「わ

かった。心って一日にあったことをためておくと

ころだよね。」と自分の心に目を向けていること

を認めた上で、変容に気付けるよう養護教諭は、

「Ｂ子ちゃん、いいことに気付いたね。小さい時

と今では心のどんな所が変わったと思う？」と声

かけした。すると、「小さいときは思いやりがな

く、言いたいこと言っていたけど、今は少し違

う。」という言葉が聞かれた。自分の心を見つめ、

心の発達を感じている様子が分かる。このほかに

も、多くの児童からこうした発言を聞くことがで

きた。児童が自分の心を見つめ心の発達を実感す

ることができたと考える。

第２時では、走るのが得意なＵと苦手なＨの事

例をテーマにして行った。

Ａ男は、笑顔で話合いに参加し、Ｈの気持ちに

共感し、「いやなら休んでしまえばいい。無理だ

けど。」「おれも同じ立場なら休みたい。」などと

発言していた。走るのが苦手なＨの気持ちを受け

止め、自分を重ねて考えている。そこで、養護教

諭がＡ男の発言を取り上げ、全体に紹介すると、

Ａ男の発言に対して、「俺もそう思う。」「休みた

いよな。」などの発言が続いた。Ａ男は、「自分

も気分が悪いと体の調子も悪い。」と改めて振り

返り、グループで話し合った後に、養護教諭に「み

んな同じように考えてた。」と嬉しそうに話して

いる。これは、自分の発言が友達に受け入れられ

ていることを感じていることと考えられる。ふり

かえりシートでは、「友達の考えを受け入れるこ

とができましたか。」の項目で、「どちらでもな

い」から「はい」に書き直した。これは、Ａ男自

身が、友達の考えを受け入れているかどうか振り

返り、自分を肯定的にとらえようとしている姿と

考えられる。
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Ｂ子は、「Ｕは、はりきっているけどＨは、つ

らいのではないかな。」「Ｈは、きっと途中で歩

いちゃうかも。」とつぶやいている。つぶやきに

対して、「はりきりすぎて、筋肉痛。」「そうだよ、

校庭を出たらすぐ歩いちゃうよ。」と友達の発言

が続いた。そこで、体の変化に目を向けさせよう

と養護教諭が「その時の体の様子には何か変化が

あるかな。話し合ってみよう。」と促すと、すぐ

に話合いを始めＢ子は、「胃が痛くなるんじゃな

い。」「いやなときは私も体が重い時がある。」と

発言し、自分の心と体に目を向けて考えているこ

とが分かる。Ｂ子が「心臓がドキドキするんじゃ

ない。」と発言すると、グループの中で「そうそ

う、そうなるよ。」「心臓はドキドキするよね。」

と友達に共感されたことで自信をもち、クラス全

体の中で手を挙げて「心臓がドキドキする。」と

発表した。ふりかえりシートには、「心について

分かって楽しかった。」と記述しており、「話合

いは大変だけど楽しい。」と話してくれた。養護

教諭の「どういうことが大変なのかな。」の問い

に「友達の意見をよく聞いて、認めること。」と

答えている。自分の言ったことが認めてもらえる

体験をすることで、自分を見つめ振り返ることが

できたと考えられる発言である。「でも、だんだ

ん認めたりできるようになった。」と自分を肯定

的にとらえようとしているとも考えられる。

「心と体はつながってる。」という発言に「そ

うか。」「体の調子が悪いと心も悪くなる。」「心

と体は一体なんだ。」という意見が続いた。児童

は、心と体のつながりを意識し始めていると考え

られる。

みつめる過程での抽出児童の変容

Ａ男は、「１年生の時の自分は変だった。」と自己

を振り返り、Ｈの気持ちに共感した発言が認められる

体験をして「みんな同じように考えてた。」と安心感を

得て、嬉しそうに話している。ふりかえりシートの記入

では、友達の考えを自分は受け入れているかどうか

振り返り、自分を肯定的にとらえようとしている。

Ｂ子は、「小さいときは～今は少し違う。」と自分の

心を見つめ発達を感じている。グループの中で、自

分の発言が認められた体験から安心感を得て全体

の中で発表している。そして、「友達の意見をよく聞い

て認めること」の大変さに気付き「でも、だんだん認め

たりできるようになった。」と自分を肯定的にとらえよ

うとしている。

養護教諭は、気になる児童に対して肯定的なか

かわりを持ち、児童が安心感をもてるように心が

け、言葉がけを行った。教室の机の配置を工夫し、

児童の近くでつぶやきを聞き取るなど「聞く態度」

を示すようにし、「そうか、○○さんそう考えた

んだね。がんばってるね。」「○○さんの聞く態

度はすばらしいね。」「このグループの話合いは、

お互いの考えを聞き合ってるところがいいね。」

と、肯定的な声かけを行った。

保健室への来室が多い児童ほど養護教諭が近づ

くと「先生、私はこう思うんだけど。」など小声

で確かめてくる様子が見られた。「そうだね、い

いと思うよ。みんなの前で発表してみようか。」

と促し、発言の機会を作り、寄り添い、全体の中

で認め、「よかったよ。」と児童が認められてい

る実感がもてるような声かけを行った。

学級担任と児童のつぶやきや様子を伝え合い共

有しながら学習を進めること、二人それぞれがグ

ループの話合いの支援ができることは、児童を認

める機会を多く作ることになり、児童が自己を見

つめ、肯定的にとらえることにつなげることがで

きたと考える。このみつめる過程での、自己を見

つめる活動では、話合いが中心であり、グループ

で短時間の話合いから徐々に回数や時間を増やし

ていくことで、児童は、活発な意見交換ができる

ようになっていった。児童が、「話を聞いてもら

える。」「意見を伝えてもいいんだ。」と安心して

意見を言い合える土壌を作り、話し合う内容を精

選することが大切である。

そうすることで、児童は、自分の心を見つめ、

自己を振り返り、認められる体験を重ね、自己を

肯定的にとらえるようになったと考えられる。

（（（（２２２２））））ふかめるふかめるふかめるふかめる過程過程過程過程

ストレス解消法を題材としたブレインストーミングや

身近な葛藤場面のロールプレイなどの相手の立場に

なって考える活動は、相手の思いや考えを共感的に

理解することに有効であったか。

ア 実践の概要

第３時では、不安や悩みのアンケートの結果か

ら、成長と共に誰にでも不安や悩みが生まれてく

ることを学習した。そして、不安や悩みの対処と

ともに相手の立場になって考える活動として、そ

の解消法について、家庭で話し合ってきたことを

テーマにブレインストーミングを行った。お互い

の考えを出し合い、整理分類し、おすすめの解消
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法を考えていく中で、相手の考えを共感的に聞け

るよう構成した。 資料３ブレインストーミングの場面

第４時の学級活動

では、学級担任、養

護教諭のロールプレ

イで、より良いコミ

ュニケーションの在

り方について考えた

後、「あなたなら、どうする？」と題して身近な

葛藤場面を２場面設定し、課題解決に向かう台本

作りを行った。「相手も自分も気持ちのいい伝え

方」をグループで話し合い、作成した台本でロー

ルプレイを実施した。これにより、相手の立場に

なって考えることの大切さに気付き、他者の考え

を受け入れることで、他者を理解することを実感

できるよう構想した。

資料４ 台本作り 課題例

課題１

給食当番は、人気のメニュー「フルーツヨーグル

ト」を人によって多くしたり少なくしたりしている

ようだ。ぼくの番になった。明らかに少ない。あな

たがぼくだったらどうする？

課題２

校外学習の班決めをすることになった。先生は、3

人または4人の班を作ったら座るように言った。わた

しは、Ａちゃんと一緒の班になりたいけどＡちゃん

はもう3人になって座っている。私も入りたいな。あ

なたならどうする？

イ 結果と考察

ストレス解消法についてブレインストーミング

で、各々の考えを付箋紙に書き出し、分類した。

「私も同じ考えだ。」「こういうのはいい方法だ

な。」「これとこれは関係あるよね。」と話合いが

活発に進んだ。マジックで囲ったり、矢印で結ん

だりしながら共通する意見や考えを知ることで、

自分の考えが肯定され、友達の考えを共感的に受

け入れることを体験した。

Ａ男は、ブレインストーミングで、真剣な表情

で付箋紙に考えを書き出し、分類も友達に聞きな

がら自分でマジックを取り、囲っていくなど意欲

的に取り組む様子が見られた。また、「ストレス

解消法をいろいろ考えて楽しかった。」「みんな

の意見を聞くのは大変。」と話している。いつも

は、グループの話合いにあまり参加しようとしな

いＡ男であったが、積極的に参加する姿が見られ

た。友達の意見を聞こうとする意識の表れと考え

ることができる。授業後に、学級担任にＡ男は、

「俺も不安がある。今まで気付かなかったけど。」

と話しており、学習が進む中で自分の心を見つめ、

認められる体験を通して自分の気持ちを伝えても

いいことに徐々に気付き始めていることの表れだ

と考えられる。

Ｂ子のグループでは、ストレス解消法の「グル

ープのおすすめ」を考える際に、意見の食い違い

が見られた。自分と友達３人で意見が分かれてし

まい、下を向いて黙ってしまった。学級担任がそ

の様子に気付き、お互いの考えとその理由を伝え

合うこと聞き合うことを助言すると、「これを選

んだのは、体を動かすと楽しいから。」と一人が

説明し始めた。Ｂ子は、それを聞いて、「私は、

これがいいと思ったけど、それでもいい。体を動

かすのは、同じだから。」とまわりの考えを受け

入れながら自分の思いを伝えることができた。そ

の結果、「グループのおすすめ」を「スポーツ、

外で遊ぶ、体を動かすこと」とまとめることがで

きた。授業後、養護教諭にＢ子は、「ほかの人の

言うことをバカにしたりふざけてはいけない。考

えて聞かなきゃダメですよね。」と話している。

グループで伝え合い、聞き合う中で、お互いの考

えを尊重したり、共通理解することの大切さに気

付き始めたと考えられる。

学級活動「あなたなら、どうする？」のロール

プレイの台本作りでは、皆、身を乗り出して解決

に向かうための方法を話し合っていた。

Ａ男は、話合いに積極的に参加しており、「そ

の言い方では、強すぎてわかってもらえないよ。」

「最後には、給食を配っている子がごめんねって

いうふうにつなげるんだよ。」と発言しており、

相手の気持ちになって、課題解決に向けて考えて

いる様子が分かる。その後、グループで作成した

台本でロールプレイを発表した。学級のみんなの

拍手と「もう一回やって。」の声に満足そうな様

子であり、同じグループの友達に「ばっちりだっ

たね。」と言われて笑顔でうなずいていた。感想

には「すっきりのポイント(相手も自分も気持ち

の良い伝え方)が分かって、劇が楽しかった。」

と書いており、ふりかえりシートに記入する時に、

「相手の気持ちを考えた伝え方をすると自分もす

っきりするのか。」とつぶやいていた。相手の立

場になって考えることについて理解している姿と
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考えられる。

課題に対しＢ子は、自分に置き換えて、「グル

ープに入れてあげないとかわいそうだよ。」と言

ったり、「入れてもらってありがとうって言うよ

うにつながるのはどう？」などと発言していた。

これは、相手の立場になり、自分に置き換えて考

え、最後にありがとうという解決につなげる過程

を考えている発言と考えられる。また、Ｂ子は、

授業後の感想に「相手も自分もすっきりできるよ

うに考えれば泣く人がいなくなる。」と記述して

おり、養護教諭に「優しく言えば受け入れてもら

える。私も相手のことを考えなきゃ。」と話して

いる。自分自身の思いと重ねて相手のことを考え、

どうしたら受け入れてもらえるかを考えている様

子が分かる。

児童たちは、全体の発表を見て、「すっきりし

た。」「相手の気持ちを考えることが大切なんだ。」

「自分の気持ちをきちんと言うことでわかっても

らえる。」「相手のことを考えたこういう言い方

はいいな。」「私もこんな風に言いたい。」と、発

言している。また、感想には、「これからは、相

手がすっきりするような言い方で言いたい。」「や

さしく言った方が友達も受け入れてくれることが

分かった。」と表現している。Ａ男やＢ子に代表

されるように、友達とのかかわりの中で伝え合い、

聞き合うこと、相手の思いや考えを相手の立場に

立って共感的に受け止めることが相手を理解する

ことにつながることの大切さに気付き、自己を振

り返っていることが分かる。

ふかめる過程での抽出児童の変容

Ａ男は、積極的に参加し、「みんなの意見を聞くの

は大変。」という発言から、聞こうとする意識が感じら

れた。ロールプレイでは、相手の気持ちになって課題

解決に向けて考えており、「相手の気持ちを考えた伝

え方をすると自分もすっきりするのか。」というつぶや

きから相手の立場に立って考えようとしている様子が

分かる。

Ｂ子は、グループの中で意見の食い違いが見られ

たが、まわりの考えを受け入れながら自分の思いを

伝えることができた。「ほかの人の言うことを～考え

て聞かなきゃダメですよね。」「優しく言えば受け入れ

てもらえる。私も相手のことを考えなきゃ。」と相手の

立場に立ち、共感的に理解することの大切さに気付

いていると考えられる。

養護教諭は、児童が相手の立場に立って考えら

れるよう「○○ちゃんがこの僕だったらどう思う

かな。」などと聞くようにした。また、児童が相

手の立場に立って考えている発言やつぶやきを聞

き取り、お互いの考えを聞き合う態度を認めるこ

とで、一人一人の児童が安心してグループでの課

題解決に向けた話合いに取り組めるよう助言し

た。それは、ブレインストーミングやロールプレ

イなどの活動を通して相手の立場に立って考える

ことと共に体験を通しての実践的な理解につなが

ったと考える。

ふかめる過程での、相手の立場になって考える

活動では、児童は楽しみながら、相手の考えを聞

き、考えることができた。児童が、「一人でやる

よりみんなで考えるとたくさん思いつく。」「相

手の気持ちを考えることが大事だということが分

かった。」と感想に記したことから、他者とのか

かわりを意識し、相手の気持ちを共感的に理解し

ようとしていることが分かる。

また、これらの感想から学級活動を保健学習の

内容と関連させたことは、学級活動の活動内容(2)

日常の生活や学習への適応及び健康や安全に関す

ることの活動内容例にある「心身ともに健康で安

全な生活態度の形成」に対応していると考える。

（（（（３３３３）））） 広広広広げるげるげるげる過程過程過程過程

不安や悩みの相談にこたえていく「カウンセラーに

なろう」という題材による交流活動を取り入れたこと

は、児童の達成感や有用感を高め自尊感情を向上さ

せることに有効であったか

ア 実践の概要

「カウンセラーになろう」という題材で、相談

内容のワークシートを６種類用意し、一人一つを

選択した。自分の相談内容にアドバイスを考え、

ワークシートに記入し、グループの中で発表し共

有する。グループの友達の相談内容とアドバイス

を聞いて、再度自分のワークシートに付け足す「つ

けたしタイム」を設定した。その後、相談内容ご

とのグループになり、「みんなで決めたアドバイ

ス」について考え、全体で発表した。

イ 結果と考察

話合い活動は、回数を重ねるごとに活発に行わ

れ、身を乗り出して参加する姿が見られた。児童

のふりかえりシートにも「保健は友達と話し合い

相談できるのが楽しい。」「意見が言えたり、聞

けたりするのが楽しい。」と話合いを好意的に考

えている様子がうかがわれた。
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グループでの話合 資料５ ワークシート例

いは、スムーズに取

りかかれるようにな

っていたが、今回は、

グループの中でそれ

ぞれが違う相談内容

のため、最初はとま

どっている様子も感

じられたが、真剣な

表情で、各自がワー

クシートに記入して

いた。

Ａ男は、「ドッヂボールをしたいけど、下手な

のでなかなか仲間に入れない。」という相談内容

に「練習すればいい。」「気にしないでいっしょ

にやればいい。」と記入し、グループの話合いで

は、身を乗り出して発言し、友達の考えを参考に

「つけたしタイム」で、「いっしょにやって教え

てあげる。」と記入していた。相談内容ごとのグ

ループに編成し直した時は、消極的な様子で声も

小さくなかなか顔を上げられなかったため、学級

担任が時折話合いに介入し、支援した。

「みんなで決めたアドバイス」は、なかなかま

とまらなかったが、Ａ 資料６ アドバイス例

男が、ペンを取り、

みんなの意見をまと

め記入した。小さな

声であったがみんな

で声を合わせて発表

することができた。

Ａ男は、「カウンセラーのことが分かった。最

後の発表が恥ずかしかった。」と記述しており、

「相手のことを考えて言うのは大変だ。」と話し

ている。Ａ男自身が、相手の立場になって考え、

伝えようとしている様子が感じられた。授業後に

は、Ａ男は、養護教諭に「心配なことがあるけど、

大丈夫。自分でどうにかできる。」と初めて自分

から不安な気持ちを打ち明け、「つらかったんだ

ね。」と返答するとうなずく姿が見られた。授業

を通して自分の不安を話すに至ったことは、Ａ男

が自分の心を見つめ、不安や悩みに対処する方法

を考え、伝えようとしていることと考えられる。

養護教諭が学級活動を含めた単元を通して、学

級担任とティームティーチングを行うことは、保

健学習の内容の理解と共に、児童に「伝えてもい

いんだ。」という安心感を培うことに効果的であ

ったと考える。今後の個別指導につなげていく必

要性を感じる貴重な機会を得ることができた。

Ｂ子は、自分に自信がなく生まれ変わりたいと

思うことがあるという相談内容に真剣に取り組ん

でいた。

資料７ Ｂ子のアドバイス内容

資料７から、真剣に考え、自分の思いや考えを

伝えようとしている姿が見られた。

グループで協力しながらイラストを記入し、声

を揃えて発表するなど工夫していた。感想には「人

の気持ちを聞くことが分かった。」と記述してい

る。 資料８ アドバイス例

授業終了後に

Ｂ子は、養護教

諭に「先生すご

く楽しかった。

みんなでがんば

った。もう終わ

りなの。」と声をかけてくるなどＢ子にとって有

用感を高める活動であったと考えられる。

６種類の相談内容に対して、児童は真剣に考え、

相手の立場に立ち、より良いアドバイスを考える

ことができた。児童の感想には、「人の気持ちを

考えることは難しいけど大切だと思った。」「人

の気持ちを考えることが分かった。」「人とのや

りとりが大切だと思った。」「友達を優しく大事

にすることが分かった。」「人の役に立つことが

わかった。」「みんなで考えて楽しかった。」など

他者とのかかわりの中で相手の気持ちを考える大

切さに気付き、自分が認められている、自分のよ

さを今まで以上に感じている言葉と考えられる。

広げる過程での抽出児童の変容

Ａ男は、相談内容に対して真剣に考え、グループ

をまとめていく様子が見られた。「相手のことを考えて

言うのは大変だ。」という発言から、相手の立場に立

って考え、伝えようとしている様子が分かる。授業後

に、「心配なことがあるけど大丈夫。自分でどうにか

できる。」と自分の不安な気持ちを伝えてきたことか

ら、自分の心を見つめ、不安や悩みの対処方法を考

え、伝えようとしていることが分かる。

Ｂ子は、ワークシートの記述からも、相談内容に自

わたしも生まれ変わりたいと思う気持ちになっ

たことがあります。でも、私はかわいくなくても

自分自身の体だから自分にしかないところを探し

ています。人気が無くても自分から積極的に勇気

を出してみれば仲間になれます。自分に自信をも

って。
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分を重ね合わせて考え、自分の思いや考えを伝えよ

うとしている。終了後の「みんなでがんばった。もう終

わりなの。」という発言からＢ子にとって有用感を高め

る活動であったと考えられる。

広げる過程での感想には、次のような記述をし

た児童がいた。(資料９)

資料９ 児童の感想から

この児童は、表情に乏しく感情表現の少ない男

子であり、学級担任、養護教諭共に気になる児童

の一人である。自分のいいところをグループで認

められ、考えを伝えられるようになったことで、

少しずつ自己を肯定的にとらえている様子が分か

る。ハートフルプラン終了後に、声をかけたとこ

ろ、「先生ありがとう。」と泣き出してしまった。

グループでの体験活動における他者から認めら

れる体験から表現することの安心感を得て、言葉

で表現しきれなかった思いが、感情的になって泣

き出してしまったと考えられる。今後の継続的な

支援が必要である。

広げる過程での、共同学習による交流活動では、

学級担任と養護教諭で児童への肯定的なかかわり

やグループとしての意識の高まりを支援したこと

は、児童の有用感を高めることにつながった。同

時に広げる過程における共同学習による交流活動

は、児童の自尊感情を向上させることに有効であ

ったと考えられる。

ⅦⅦⅦⅦ 研究研究研究研究のまとめのまとめのまとめのまとめ

児童の自尊感情を高めることをねらいとした

「心の健康づくりハートフルプラン」の実践によ

り、次のことがわかった。

○ 人とのかかわりを重視した体験活動を学びの

過程に取り入れ、「みつめる」「ふかめる」「広

げる」の三つの過程に沿い、段階を追って保健

学習を進めることで、自己を見つめ、他者を理

解し認め合うことにより自尊感情を高めること

ができる。それは、保健学習の知識をより実践

的に理解することにつながった。

○ 保健学習と学級活動を効果的に連動させたこ

とは、児童の学習内容の理解を深め、日常生活

に即して知識を自分の生活に当てはめて体験的

に理解できることにつながった。

○ 学級担任と養護教諭がティームティーチング

で保健学習に取り組むことは、お互いの専門性

を指導の中で生かすことと共に、児童理解の視

点を共有化することで、気になる児童を中心と

した集団への予防的な取り組みにつながること

が分かった。それは、児童の自尊感情の向上に

寄与することになる。

○ より取り組みやすい保健学習を提案していく

ためには、学級担任の負担感が軽減するような

役割を明確化したプランの具体的・実践的な内

容の提示が大切である。

ⅧⅧⅧⅧ 今後今後今後今後のののの課題課題課題課題

○ ハートフルプランでは、小学校第５学年の体

育科「保健」領域「心の健康」を取り上げたが、

保健学習の系統的な内容を考えると、どの学年

でも取り組むことができる。今後、第３学年「毎

日の生活と健康」、第４学年「育ちゆく体とわ

たし」第６学年「病気の予防」でも、学級集団

へのアプローチを養護教諭として提案していき

たい。

○ ハートフルプランを実践することで、児童の

自尊感情を高めることは可能であるが、日常的

・継続的な支援が不可欠である。集団への対応

と、個別な対応を児童を取り巻く校内組織や保

護者・地域などで連携し継続的に支援する必要

がある。
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